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刻印戦争（ローマ1:17）
　
パウロが刑務所の中にいるときに、このような信仰告白をした時があります。「私たちがまだ罪人であったときに、ひとり子キリストを惜しまずに十字架に引き渡された神様が、今はなおさら私たちにすべて良いものを恵んでくださらないことがないでしょうか」と告白していました。ものすごく厳しい状況の中で神様は、罪人であったときに良いことをなさったので、今はなお私たちに良いことをなさっていらっしゃる方なのだ。それが大前提であり、その人のベースです。今まで信仰者として成功した人の特徴を見ると、今申し上げましたように何があっても揺れない基礎をしっかり持っていました。何があっても、またどんな状況であろうが、神様の愛が私にある。私は神様に愛されている者だ。これがベースになっています。何かによってこれがフラフラ揺れたりしませんでした。これが成功者の特徴です。いつも思いどおりに、いつも願いどおりに環境が整って、すべてに恵まれているから成功したわけではありません。このことをぜひ覚えてください。今ここに来ていらっしゃる兄弟姉妹の皆さんもいろいろな事情があると思いますが、このベースを忘れてはいけません。このベースの上に立っていないといけません。その神の愛がキリストを通して現れたので、私はそのキリストの贖いのみわざによって救われた者だ。これがベースです。救われたというのはどういうことなのかご存知ではないでしょうか。ですから、何がベースなのかというと、刑務所の中にいても、病気になって横になっている場合でも、私は幸いな者だ。私は幸せ者だ。これがベースであり、このベースがしっかり植え付けられていたのです。これが信仰において成功した人たちの共通点であり、特徴です。だから、何がどうであれ私の人生はイエスの証人としての尊い勝利の人生です。たとえ鎖につながれて、口を塞がれて何も言えない状況であっても、この基礎は変わりません。私はイエスの証人として生きる者です。私はもう人種そのものが違うものだ。これがベースです。どこの国の人であろうが、女性なのか男性なのか、力あるかないか一切関係なく、これが基礎でありベースであり大前提なのです。

ですから、そのようなベースの上で私たちに求められることは、それを邪魔する刻印、今まで間違って刻印されているものとの戦い、刻印戦争が求められます。つまり、刻印戦争と繰り返し言われるのは、何かのプレッシャーや負担ではなく、強いられるようなものではなく、このようなベース、幸いな者であるがゆえに求められることであり、許されることなのです。また可能なことです。そして、しなければいけないことなのです。その祝福のために刻印戦争を主が命じられ導いていらっしゃるのですが、そのための最高の武器、道具が何かというと、神様のみことばです。神のみことばは、いのちがあり、両刃の鋭い剣より鋭いものであって、魂と関節、骨髄でさえ刺し通す力を持っている。つまり、刻印戦争も十分な武器です。私たちには、刻印戦争だけをテーマに絞って集中すれば結構です。それほど私たちは、もうすでに幸いな者です。そのためにまず今日も、私たちがどういう過去の刻印と向き合って戦うべきなのかを考える前に、その武器であり鍵となる神様のみことばがどういうものなのかをまず理解していただきたいと思います。神のみことばは私たちがいただく、神様が私たちに語りかけられるということがまず何を意味するのかと言いますと、自分は今救われている幸いな者だということが前提です。救われている者だから、神様がみことばを語るわけです。もし救われてなければ、みことばなどは聞こえてこないし聞けないし、理解も不可能です。ですから、皆さんが礼拝に来て、神様のメッセージに耳を傾けて、みことばを黙想したり何だろうと考えたりということ自体が、自分はもうすでに救われて幸いな者だということを前提にするものです。皆さんがイエス・キリストを通して救われて、実は皆さんの内側に目に見えないけれども聖霊様が内住していらっしゃいます。だから、存在そのものが外見と環境、条件などと関係なく、祝福の存在、祝福の者です。何が祝福なのかというと、内側に聖霊が宿っていらっしゃるか、そうでないかによって祝福なのか不幸なのかが決められ分かれるようになります。

そして、救われたというのは、聖霊が内住するということなので、神のみことばが聞こえてくるようになります。そうでないものは神のみことばなどは愚かな者に聞こえて見えるだけです。皆さんにみことばが与えられ、みことばを聞く場に集まり、みことばを聞く機会が許されるということは、裏返しますと皆さんは祝福されて幸いな存在で、聖霊が内住していらっしゃるということです。ですから、みことばそのものに対して基本的に肯定的なアプローチをしないといけないし、積極的にみことばにアプローチしなければなりません。何か負担を強いられるようなものは一切ありません。ときには今の自分のレベルで理解できないみことばもあるかもしれません。けれども、基本、感謝を持っている。みことばと接しないといけないのです。もし皆さんが救われた神の子どもでなければ、神様はみことばを語るということはありません。みことばという中に皆さんがいるということ自体が自分は救われて聖霊が内住しているから、神様はみことばを与えられるわけです。聖霊によらずには、みことばを悟ることができません。理性や知識によって悟れるようなものではありません。刻印戦争のために神様のみことばを武器にしなければなりませんが、まず、みことばに対しての姿勢そのものが無理やり負担をもっていやいやしながらという姿勢、アプローチでは無理でないでしょうか。神様は皆さんに、何かが欲しいから無理やりいじわるするかのように皆さんに何かをさせる方でしょうか。罪人であったときに、私たちのためにひとり子を十字架に引き渡され愛された神様が、なぜ今更皆さんに負担をかけたり、プレッシャーをかけたり、こうしなさいと言ったりするでしょうか。それは論理的にも矛盾しています。みことばが与えられる。ときには命令のように聞こえる。そのような内容もまず基本、ベースは、皆さんが救われて違う存在、聖霊の内住、幸いな存在であるがゆえにみことばが聞けるいのちあるものであるがゆえに、みことばを神様は与えていらっしゃるのです。それを大前提にしなければいけません。感謝をもって積極的、前向きに、神様のみことばに耳を傾けなければいけません。そのみことばを通してなさる神様のいろいろな働きの中でメインになる内容が刻印戦争です。その刻印戦争もそういう意味で肯定的な内容です。
皆さんが救われて幸いなもので、そして、神様は皆さん救われたひとりひとりに対して聖なるご計画をもっていらっしゃいます。それゆえ刻印戦争を神様は許されるのです。刻印戦争そのものは辛いときもあるし、本当に歯を食いしばって戦わないといけないときもあるし、人間的に辛い思いをしながら断ち切らないといけないときもあるかもしれません。でも、大前提は、その刻印戦争そのものは、皆さんが今まで、あるいは世の中の人とは次元が違う聖なる計画の中で残りの生涯を歩くようになっているので、その刻印戦争が許されているのです。その聖なる計画を、皆さんの過去の刻印、特に過去の傷などがあまりに邪魔するので、それを取り除くために神様はみことばを与えられて刻印戦争の方に導かれるのです。だから、感謝です。刻印戦争そのものも、それ自体が皆さんが聖なる神の民であるがゆえに、皆さんの人生は神様の聖なる計画があるのです。尊い計画があるがゆえに、刻印戦争というものもあります。だから、刻印戦争に取り組むときには、「なるほど、私は聖なる計画のある者。幸いな神の民なのだ」、だから、これもあるのです。もし皆さんが救われていなければ刻印戦争などはいりません。別に悩まなくても結構なのです。そのような姿勢、前提というものをしっかりとベースに持って臨まないといけません。そういう意味で救われたクリスチャンは、その聖なるご計画のために刻印戦争を主が導いていらっしゃるのですが、そのためにみことばが鍵となります。でも、そのみことばが刻印戦争の武器としてしっかりと発揮するために、神様はクリスチャンの人生の歩みに起きる様々な事柄、様々な出来事、事件なども用いられるのです。つまり、クリスチャンに起きるどんなこと、事件であっても、結局はすべて益となるものです。悪いことがありません。すべてが祝福です。なぜ病気になったのでしょうか。皆さんの刻印を取り換えるために。なぜそうしてまで刻印を取り換えなければいけないのでしょうか。聖なる計画の中を歩き、尊い勝利の人生を歩んでもらうためにです。特に、その事柄や何かの事件というものは、人と絡むことが一番多いです。裏切られることもあるし、失望することもあるし。いろいろな人との関係があります。難しく思わないようしましょう。まず大前提に、それは私が救われて幸いな者であり、聖なる計画のある尊い存在であるがゆえに許されるのです。だから、いいことです。特にそれを通して過去の傷や間違っている刻印を取り換えようとしていらっしゃるのです。そういう目で見て、それを扱うようにしていただきたいと思います。皆さん自分自身の弱さもあります。それもなぜそのまま残っているのでしょうか。否定的な意味はありません。皆さんの間違っている刻印を取り換えるために。それらが許されて弱さが表に現れるのです。それに失望したりがっかりしたりしないで、刻印を変えよう。良いことづくしです。健康にいろいろな問題が来る場合があります。健康なのか病気なのか、そう言った単純な次元での話ではなく、それも刻印を取り換えるためです。聖なる計画に目覚めさせるために許されているものです。基本、大前提は祝福であり良いものです。特に経済的ないろいろなトラブルや問題があります。それも結局は、私たちに染み込まれている刻印を取り換えるために許されるものです。その方向に持って行かなければなりません。だから、すべてが感謝であり、すべてが実は肯定的な内容しかありません。それをベースに持っている人は、必ず勝利するようになります。この戦いです。ベースそのものを譲りません。でも、いつも倒れたりフラフラする。実を結ぶことができない人の特徴が何かというと、何かがあるたびにベースそのものがフラフラ揺れます。ベースをしっかりするようにしましょう。神様のみことばは、皆さんが救われて幸いな者だから、そのみことばにおいて刻印戦争に導いていらっしゃるのは、皆さんが聖なる計画の中に召されて、その尊い人生を歩く方だから許されていることです。そして、皆さんの人生に現れるすべてのことが実は、そのことのために許されることなので、すべて良いことです。そのような前提をもって刻印戦争の方に快く、積極的な気持ちをもって取り組むようになっていただきたいと思います。

その中で今日、確認して考えたいのは、私たちの心の中に当たり前に刻みこまれ、くっついていて、何が何だかわからないように同化、一緒になっている内容があります。世の中では今もそれが正解です。その内容が何かというと、人は努力すると必ず報われるという思いです。それが私たちに刻み込まれているのです。熱心に頑張れば必ず報われる。そうすると結果的にどうなるのかと言いますと、努力に希望をかけるようになります。何かがあるたびに、努力が足りないから、もっと努力すればと勧めるようになります。もちろん、努力は成功のために必要な要素に間違いありません。まず私たちが素直に認めないといけないのは、努力なしで成功などは期待できません。これは世界中、共通する倫理であり、特にこれは宗教で見られる特徴でもあります。そして、世の中で成功者と思われている人に見られる共通点でもあります。努力を無視するつもりは一切ありません。しかし、今日、刻印戦争をしないといけないクリスチャンの私たちが吟味して真剣に考えないといけないのは、どんなに努力して、どんなに熱心に頑張っても越えられない壁があるということ、それをクリスチャンの私たちだけが知っているのです。そこから目をそらさないようにしてください。本当に努力に希望があるものなのでしょうか。努力は希望ではありません。別次元で成功のために必要な要素にはなりますが、世の中で思われているような内容ではないということをまず理解して、内側に刻印されているもの、そこにこのみことばを照らして取り替えるようにしましょう。どんなに努力しても越えられない限界というものがあります。

そのお証しというものが聖書全体の内容であり、そして、そのスタートと言いますでしょうか。一番代表的なケースがカインのことです。カインのことを皆さんご存知ではないでしょうか。カインと弟アベルが神様に礼拝をささげるようになりました。カインは畑の仕事をしていたので、そこの収穫をもってまじめにそこから最良のものを選んで誠意をもって主の前に持って行きささげました。アベルは羊を殺して羊を持って行きました。うっかりするとカインはでたらめな思いで来たと思うかもしれません。それ自体が宗教的な目線です。カインは自分なりに精一杯努力して頑張りました。しかし、アベルのささげものは神様に受け入れられて、カインのささげものは受け入れられることができなかった。そこでカインはものすごく怒りを覚えて、結局、限界をけることができないまま最終的には自分自身を破壊し、弟を殺してすべてを破壊してしまう方に行ってしまったのです。これほど怖いものなのです。努力がすべてだ。努力すれば報われると期待して信じ込んでいたのに、その限界を見たときには崩れて破壊する方向に走ってしまうようになるものです。それが今までの歴史の証拠であり、今も私たちが見ているものではないでしょうか。自暴自棄になるのも同じだし自分自身を虐待する、社会を乱して周りに対して爆発させるなどが全部同じことです。聖書の創世記4：7を見ると、カインに向かって神様がおっしゃいます。あなたの罪がそのままであり、罪が待ち伏せしている。努力は悪くありませんが、まじめに誠意をもって一生懸命頑張って努力しても越えられない限り、それが罪の壁というものなのです。カインはこれが分かっていませんでした。父アダムから耳にタコができるほど聞いたにもかかわらず、アベルには通じたのですがカインにはその話が聞こえてきません。誰もに神のみことばが聞こえてくるわけではありません。神の恵みでなければ聞けません。それでカインは、罪の壁のことが分かっていなかったので、努力すればいいかと思って頑張ったのです。でも、結局、限界にぶつかり、その結果、自分自身の人生をパーにして、弟を殺して、何もかも破壊してしまう結果に走ってしまいました。だから、皆さん、努力は必ず報われる。本当にそうなのでしょうか。皆さんはそのように経験していらっしゃるのでしょうか。素直になればすぐに限界のことに気づくようになると思います。だから、もう一度います。努力がいらないとか、そのようなお話ではありません。しかし、努力は必ず報われることではありません。越えられない限界があることを知り、私たちはこのように刻印を取り換えて整理しなければなりません。人生のまことの希望は努力にあるものではなくて、この壁を打ち壊して越えられる唯一の道、キリストにのみあります。努力に希望があるわけではありません。熱心に頑張ること、努力は希望ではありません。キリストだけがすべての限界を乗り越えられる奥義であり秘密です。

そして、そのキリストが世に来られて本当に限界の全てを全部打ち壊して完了されました。十字架にかけられて、３日目に死の力を打ち破ってよみがえられたことによって。その方がイエス様です。イエスが唯一の希望です。努力でも限界にぶつかるしかない、それを乗り越えられて希望の人生を歩ける勝利の唯一の道です。イエスはキリストです。私たちの努力によって人生が変わるのではなく、キリストであるイエス様が十字架にかけられて、死の力を打ち破られてよみがえられることによって私の人生を変えられ、勝利へと導くような道を開かれたのです。
ですから、そのイエス様がすべてを完了したとおっしゃったので、私たちはこのように整理するようになります。努力より重要なのは、このイエス・キリストを信じる信仰です。人生の勝利の鍵は、信仰にあります。努力にあるわけではありません。より重要であると同時に、優先的なものです。そうでないと、このイエスがキリストであるという信仰がないまま、これをベースにしないまま、努力によって頑張ることによって成功を治める場合には、必ず崩れていくようになります。それは成功とは言えません。それなのに残念ながら世の中の人は知らないから、かわいそうに信仰なしで皆一生懸命頑張っているのですが、残念なのはクリスチャンの中でもこの信仰なしで一生懸命、頑張って成功を目指している人がいます。信仰なしで。どのようになるかお証しをしっかり見てください。なぜそうするのでしょうか。クリスチャンなのに刻印がいまだに変わっていないのです。努力すれば必ず報われるというような刻印をもって今生きているのです。だから、子どもにもそのように教えるのです。努力を怠っていてはいけないでしょう。けれども、信仰なくして努力だけでは、むしろ努力ないまますべてがフラフラした方がましではないでしょうか。皆勘違いしています。信仰なくして一生懸命頑張って、勉強して、仕事して結果を見たので、それで良しと皆が勘違いするのです。その刻印を変えない限りいけません。ですから、私たちは努力は必ず報われるではなく、義人は信仰によって生きると告白して、心の中でそのように整理します。努力、熱心以前に信仰です。

どのような信仰でしょうか。イエスがキリストであることを信じる信仰です。冒頭で申し上げたように、だから、私は神様に愛されていて、私は救われた神の子どもなのだ。私は幸いな者だ。聖霊が内住しているインマヌエルの主人公だということを信じる信仰によってその上で努力します。これなしにして努力することは、それでも努力すればいいじゃないかと思うかもしれませんが、逆効果になります。必ず信仰から、キリストから遠ざかります。成功そのものがそうさせるのではありません。信仰のない上に作り上げられた成功をもって目に見えない悪魔、サタンは見事にそれをもって「努力は報われる。そんなにキリストに対する信仰などいらない」と引っ張っていくようになります。その最終的な得着点、ゴールは破壊です。よく考えてください。この信仰告白は、どんな状況、現実であろうが、この信仰によって、そして、これが確かであれば自分は生きる理由が他の人とは違う。今までと違う。生きる理由が、私はイエスの証人として残りの生涯を生きる尊いものなのだ。私を通して必ず私が行くところに神の国が臨まれるようになり、暗やみの力が砕かれるようになる。そのために神は私を召された。そういう意味で、今私に許されているすべてが聖なるものです。そういう理由のためなので。自分の健康、才能、仕事、勉強が全部、聖なるこの目的と全部つながっているものなのだ。だから、努力するのです。クリスチャンの努力はそこにあります。努力すれば必ず報われて、それで成功を治められるから努力するのではなく、この勉強がこの仕事がこの才能がこの世の中では真似できない尊い聖なる神の国が臨まれることのための内容なので、それをおろそかにすることはできないので、だから、快く感謝とともに努力するのです。しかも、ただの努力ではありません。ただの努力は疲れて重荷を背負うようになります。そのために神様が、神の力を与えられると約束されたので、神の力をいただいて、使徒1：7に書いてあるように、言い訳するものなど一切全部取り除いて、ただ聖霊が臨まれると力を受けて世の中の人とはまったく違うこの力をいただいて、そして、その約束を握って祈りに専念していました。その祈りの中で神の力をいただいて、神の力の中で努力するのです。それは疲れることも無理することでもありません。美しい努力です。次元がまったく違うでしょう。もしかして努力は報われるではなくて、信仰によって生きるという話をすると「努力しなくてもいいのか」と思う人がいますが、そのような人はしなくてもいいと思います。話の意味が分からないので。意味が分かっていないまま努力すると、それでもしないよりはした方がいいとなんとなく思うのでしょうが、はっきりと申し上げます。信仰の上に立たずに努力するのは、しないよりもっと遠ざかってしまいます。人間はそのような罪の本性を持っています。何か自分の力で結果をだしてうまくいくと、必ず神から離れていくようになります。福音のキリストから遠ざかっていくようになります。神が愛している方々は、その勘違いをなくすためにすべてを壊してしまいます。戻って来なさい。努力によって報われるというのは違います。義人は信仰によって生きる。だから、勉強するときには、まず信仰告白の上に、仕事をするときも、結婚をするときも、まずこの信仰の上に立つことです。これは私の経験では、一回聞いてなるほどとは中々なりません。それほど本能的に動かない正解のように刻み込まれているのです。努力は必ず報われる。本当でしょうか。少しだけでも冷静に考えればそうでないのに、サタンの働きがどれほどすごいのかというと、それを冷静に考えることができないように惑わしているのです。何が努力で必ず報われるのでしょうか。そうすると世界中、一般的にも貧富の格差が生まれないはずでしょう。今貧しい人々は、下っ端な人々は、努力していないからではありません。自分なりに一生懸命です。この社会現象を見ていて矛盾していると思わないでしょうか。難民の人々は生きるために必死でのがれてきて、それでもまたテロ犯になるしかないような状況が続くのです。努力すると報われると一般的にも通じない矛盾している話なのに、なぜそれらが私たちに刻み込まれているのか。キリストなしで努力にかけなさいという悪魔のしわざなのです。だから、神のことばをしっかり聞いてください。聖書にはそういうことは一言も言われていません。義人は信仰によって生きる。信仰なくしては神を喜ばせることはできない。だから、勉強する学生の皆さん、勉強をする前に、まずこの信じる信仰告白をもって、その上に勉強を立てないと神を喜ばせることと一切関係ありません。それで東大に入った。財務省に就職できたとしても、神様とは全く関係ありません。私たちの努力は、次元が違います。だから、勉強する疲れることはありません。もしかして努力の限界などを経験する方は、それは悪い良いという次元ではなく、信仰の上に立ちなさいという神様のサインとして受け止めてください。そして、努力の限界を素直に認めて、イエス・キリストを希望として受け入れていただきたいと思います。そして、受け入れた方々は宗教と福音の希望のポイントをしっかりとわきませて、そのポイントをはずすことがないようにして、ぜひ聖なる計画に従って尊い勝利の道を、世の中の人は真似できないいのちの道を歩んでいただきたいと願います。
(祈り)

恵み深い天の父なる神様。私たちが神様の恵みによって、キリストによって救われて、神の子どもであり永遠のいのちを持つものであるがゆえにみことばが与えられ、そのみことばによって刻印戦争の祝福が許されていることをありがとうございます。今週は特に、努力は報われるではなく、義人は信仰によって生きると、努力以前、勉強以前、仕事以前に、信仰を優先にしてその上にすべてを立てることができるように導いてください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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